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5.9. 試験標準の次改定計画及び       

海外標準との比較 
 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

柳瀬 恵一 氏 
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質疑応答 
 
質問者①（NEC 小林氏） 

基準を読むメーカーの立場としては、基準の根拠が気になってしまうのですが、改定活動

の中で根拠を纏めるような活動はされているのでしょうか。 

 

発表者 

根拠を纏めることが重要で、改定活動は根拠を纏めるところから始まっています。標準の

下層文書に試験ハンドブックがあり、ここに基準の理由や考え方を纏めており、関係者に

開示されています。今後も継続的に充実させていく予定です。 

 

質問者②（TIS 三枝氏） 

試験条件は実測された環境から決まるものでありますが、実測環境と試験条件の紐付けは

どのようにしていますか。今後、新しいロケットも開発が予定されており、この部分は重

要と考えますが、いかがでしょうか。 

 

発表者 

H-IIA は打上げ機数が 20 を超え、JAXA 輸送本部の中でも環境の見直し作業が始まったと

聞いています。我々としては、ワーキンググループの活動に輸送本部にも入っていもらい、

実測環境と試験条件が乖離しないように、（環境の見直しと試験条件設定が）並行作業とし

て進められるよう考慮しています。 
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